
緑の基本計画の進捗状況について

令和５年度
富山市緑化審議会

【資料２】



Ⅰ緑の基本計画とは
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１ 緑の基本計画とは

• 中⻑期的な視点から定める緑のまちづくりの指針（都市緑地法第４条）
• 行政が整備する公園、農地や里山の樹林地、河川敷の緑、山々の森林、
⺠有地の緑地が対象

• 緑の「将来像」や緑地の保全や緑化を進めるにあたっての目標を定める
• 実現に向けた具体的な方策を定めることも可能
• 市⺠との協働による推進が必要
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２ 計画の位置づけ

富山市 緑の基本計画
平成２７年３月

目標年次：令和１６年度（おおむね20年間）

旧市町名 将来像 策定時期 計画期間
富山市 グリーンライフシティ Ｈ11.3 Ｈ11〜Ｈ30
大沢野町 水と緑の自然に抱かれる大沢野 Ｈ9.3 Ｈ9〜Ｈ27
大山町 緑の街の融合 Ｈ9.3 Ｈ9〜Ｈ27
八尾町 水と緑の伝統文化 Ｈ9.3 Ｈ9〜Ｈ22
婦中町 活緑のある町・婦中 Ｈ10.3 Ｈ10〜Ｈ27

伝承・発展

富山市総合計画
平成１９年３月

整備・開発及び保全の方針
（富山県都市計画区域マスタープラン）

富山市都市マスタープラン
平成２０年３月即する
即する

土地利用、都市建設の総合的な指針

環境部門 景観部門

住生活部門 市街地活性化部門

交通部門 農林部門

観光部門 防災部門

関連する主な部門別の計画整合・連携

平成27年度3月 策定時点
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令和１６年度【計画期間：おおむね２０年間】

本計画は、中⻑期的な視点にたった計画づくりが求められる

３ 目標年度
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河川、公園等人工的に整備・保全をしている緑地や、
里山など人の営みが関与している緑地と、⺠有地における緑地

保安林の緑

４ 対象とする緑

対象とする緑のイメージ
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都市計画区域を基本とするが、都市計画区域外
でも一体となって、保全・活用する緑までを対象
＊国有林や国立公園などは対象外

５ 対象とする範囲 平成27年度3月 策定時点
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基本方針１
富山の原風景をつくり・

伝える緑を守る
＜保全＞

施策１
①富山市の骨格をなす緑地の保全
②多様な動植物の生息環境・生態系
の保全

③里山・田園環境の保全・活用
④歴史的・文化的・地域の風景を
つくる緑の保全

基本方針２
人をもてなし、暮らしを
豊かにする緑をつくる

＜創造＞

施策２
⑤もてなしのみちまち緑化の推進
⑥市⺠ニーズにマッチした都市
公園・緑地の整備・更新・再生

⑦都市公園・緑地と多様な都市
サービスとの連携促進

⑧緑づくりの牽引役となる公共
公益施設の緑化の推進

⑨緑のトレイルネットワークの
形成（歩ける緑のﾈｯﾄﾜｰｸ）

基本方針３
輝く緑へと育む

＜マネジメント＞

施策３
⑩やる気を引き出す緑化の啓発と
奨励

⑪緑の情報提供・発信と環境教育
の推進

⑫緑のまちづくりを担う人材育成
⑬多様な主体の参画促進に向けた
仕組みづくり

⑭緑のまちづくり情報の見える化
と活用の促進

山から海へ 輝く緑とともに活きる ひと まち とやま

６ 基本方針と施策の考え方
緑の将来像
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Ⅱ 進捗管理
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基本方針１ 富山の原風景をつくり・伝える緑を守る＜保全＞

施策 指標 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R５
（見込）

R6
(目標)

①
富
山
市
の
骨
格
を
な
す
緑
地
の
保
全

森林整備面積（ha） 151 118 140 89 115 153 146 133 195 150

「地域森林計画」に基づくエリアにおいて、国・県・市の森林環境整備事業等の補助金を活
用しながら主に森林組合が、所有者に了解を得た⺠有林において間伐、保育、作業道の開設
等を実施し、林業再生につながる森林資源の多面的な活用を促進していきます。

市⺠満⾜度（％） 54.6 - - 62.3 - 57.6 - - 57.3 60

市⺠意識調査(３年毎）における「森林機能の再生・強化」（〜Ｈ27）「暮らしの安全を
守り安らぎを与える森づくり」（Ｈ30〜）に関する施策において「満⾜」「ほぼ満⾜」「普
通」とする回答した割合

②
多
様
な
動
植
物
の

生
息
環
境
・

生
態
系
の
保
全

市⺠満⾜度（％） 52.2 - - 62.3 - 57.6 - - 57.3 60
特別天然記念物であるニホンライチョウの人工飼育等、関係機関や市⺠と連携しながら、

貴重種等の保護を進めていきます。
市⺠意識調査(３年毎）における「生態系の保護・回復」（〜Ｈ27）「暮らしの安全を守

り安らぎを与える森づくり」（Ｈ30〜）に関する施策において「満⾜」「ほぼ満⾜」
「普通」とする回答した割合
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基本方針１ 富山の原風景をつくり・伝える緑を守る＜保全＞

施策 指標 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R５
（見込）

R6
（目標）

③
里
山
・
田
園
環
境
の

保
全
・
活
用

農地面積(ha) 13,300 13,300 13,300 13,300 13,300 13,300 13,100 13,100 13,100
緩やかな
減少、維持

「富山市農業・農村振興計画(H29年3月策定）」において「活力ある強い農業の実現」を基本
目標に掲げ、例えば、エゴマなどの特産品開発育成対策事業等を行い、里山・田園環境につい
て、地域特性に応じた地域主体の保全・活用を進めます。

④
歴
史
的
・
文
化
的
・
地
域

環
境
を
つ
く
る
緑
の
保
全

保存樹木本数(本) 391 382 378 375 372 367 326 321 317
緩やかな
減少、維持

地域シンボルとなっている樹木のかかわりを大切にするため、「富山市緑化推進条例」に
基づき、市指定の保存樹木に補助金交付事業等で支援し、現存する樹木を維持・保存していき
ます。

保存樹林面積（㎡）：R2年度 15,765㎡
R3年度 20,289㎡（+4,524㎡）
R4年度 20,289㎡（±0㎡）
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基本方針２ 人をもてなし、暮らしを豊かにする緑をつくる＜創造＞

施策 指標 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R５
（見込）

R6
(目標)

⑤
も
て
な
し
の
み
ち

ま
ち
緑
化
の
推
進

緑視率（％） 5 5 5 5 5 5 5 5 5 10

都心および地域生活拠点は、本市ならびに地域の顔となる地区として、緑化を積極的に
推進します。
花苗配布団体数 （重点エリア/全体）
R3年度：86団体/626団体 R4年度：94団体/616団体 R5年度：95団体/610団体

⑥
市
民
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
都
市

公
園
・
緑
地
の
整
備
・
更
新
・
再
生

都市公園・緑地面積
／人 （㎡／人） 14.2 14.3 14.4 14.5 14.5 14.6 14.7 14.8 14.8 15

城址公園整備事業等において、住⺠の憩いの場や良好な都市景観の形成などを行い、時
代のニーズにあわせ、多様な機能を有する都市公園について、整備・再生を進めていきま
す。
公共交通沿線/
都市公園・緑地面積(％) 48.0 47.4 47.6 47.6 47.6 47.7 47.7 47.7 47.8 50

富山市公共交通沿線宅地整備促進事業等において、敷地の10％を緑被等を満たす
良好な住宅団地開発に対して補助金を交付するなど、コンパクトな都市づくりを念頭に、
都心及び地域生活拠点となる公共交通沿線において、緑化を推進していきます。
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基本方針２ 人をもてなし、暮らしを豊かにする緑をつくる＜創造＞

施策 指標 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R５
（見込）

R6
(目標)

⑦
都
市
公
園
・
緑
地
と
多
様
な
都
市
サ
ー
ビ
ス
と
の

連
携
促
進

カフェやイベントスペース・保育園やデイサービスでの利用など、今後、市
⺠や⺠間事業者等が都市公園を活用した様々な可能性を探り、相互利用
することで管理の充実を図れるよう都市公園での利活用の促進について検討を
進めます。

行為許可件数 総合公園（城址・稲荷・呉羽山・城山・富山南総合）

Ｒ２年度：119件
イベント49件 スポーツ24件 マスコミ20件 その他26件

Ｒ３年度：106件
イベント44件 マスコミ19件 個人撮影17件 その他26件

Ｒ４年度：141件
イベント65件 マスコミ29件 個人撮影27件 その他20件

12



基本方針２ 人をもてなし、暮らしを豊かにする緑をつくる＜創造＞

施策 指標 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R５
（見込）

R6
(目標)

⑧
緑
づ
く
り
の

牽
引
役
と
な
る

公
共
公
益
施
設

の
緑
化
の
推
進

地域緑化推進
地区数（地区）

36 36 37 35 38 39 37 36 40 50

緑の募金において自治振興会等が納めた募金額の約3割を上限に、地域緑化推
進費として自治振興会等で活用し、身近な緑を増やし・保全する活動等、市街地
での緑化を推進します。

⑨
緑
の
ト
レ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成

（
歩
け
る
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

河川や街路樹、市街地の緑化推進を通じて、都市公園・緑地をつなぎ、ネット
ワークづくりを進めます。まちなかに四季折々の花が咲くフラワー
ハンギングバスケットを設置し、来街者を花でおもてなしするフラワー
リング事業や、NPOや町内会で実施される街路飾花への支援等により、
まちなかでの緑化推進を通じて、都市公園等をつなぎ、歩ける緑の
ネットワーク作りを進めます。

フラワーハンギングバスケット設置数値
R3年度：265箇所419基 R4年度：270箇435基 R5年度：273箇443基

市⺠意識調査における「水と緑が映えるまちづくり」（Ｈ30〜）に関する施策
において「満⾜」「ほぼ満⾜」「普通」とする回答した割合
Ｈ30年度：78.5％ Ｒ2年度：75.8％ Ｒ5年度：74.1％
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基本方針３ 輝く緑へ育む＜マネジメント＞

施策 指標 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R５
（見込）

R6
(目標)

⑩
や
る
気
を
引
き
出
す

緑
化
の
啓
発
・
奨
励

花いっぱいｺﾝｸｰﾙ等
応募総数（件） 100 92 105 111 93 82 86 74 61 150

富山市花いっぱいコンクール(花壇コンクール)の実施を通じて、表彰による緑化活動へ
の意欲を高めるとともに、優秀事例をオープンガーデンマップとして配布したり、
ＨＰ等でコンクール入賞者を掲載する等、情報の見える化を推進します。

⑪
緑
の
情
報
提
供
・
発
信
と

環
境
教
育
の
推
進

緑に関わる情報の提供・発信と、環境教育を推進します。

花いっぱいｺﾝｸｰﾙ等
応募小学校数（％） 15 12 17 11 11 11 11 9 11 30

花いっぱいｺﾝｸｰﾙ等
応募中高校数(％) 8 3 0 8 3 8 5 5 5 10

富山市花いっぱいコンクールへの応募など、緑化活動を通じて、未来を担う児童・
生徒が地域住⺠との交流や緑化への関心を促す等の環境学習の一環とした学ぶ機会の
増進します。
環境教育等取組事業 R2年度：42事業 R３年度：37事業 R４年度：59事業
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基本方針３ 輝く緑へ育む＜マネジメント＞

施策 指標 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R５
（見込）

R6
(目標)

⑫
緑
の
ま
ち
づ
く
り

を
担
う
人
材
育
成

イベント・講習会等さまざまな機会を通じて緑化に関わる専門知識を持った
市⺠を育成します。市⺠と広げるフラワーハンギングバスケット講習会の開催や
花と緑の銀行の頭取・グリーンキーパーステップアップ研修等、さまざまな機会を通じ
て緑化にかかわる専門知識を持った市⺠を育成します。
頭取・GK数 Ｒ２年度：340名 R３年度：326名 R４年度：336名（+10名）

⑬
多
様
な
主
体
の
参

画
促
進
に
向
け
た
仕

組
み
づ
く
り

アダプト制度管理公園
割合（街区公園）（％） 96 95 95 95 96 96 96 97 98 97

街区公園を対象としたアダプト制度において、報償費を支払う公園愛護会事業等、維
持管理に取り組む市⺠や事業者を募り、維持管理の担い⼿が不⾜している公園
管理の拡充を進めます。

⑭
緑
の
ま
ち

づ
く
り
情
報

の
見
え
る
化
と

活
用
の
推
進

⺠有地の優秀なオープンガーデンのマップの公表や各地域のさくらの開花情報、花の
見ごろをホームページで公表する等、緑にかかわる情報の見える化を推進
します。
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おおむね5年後
(令和2年度)

おおむね10年後
(令和6,7年度)

目指すべき
将来像

点検作業
策定(H27年度)

必要に応じた計画の
見直し・改定

目指すべき
将来像

軌道修正
（法改正への対応・施策の強化
・改善など）

計画開始から１０年後においては、
中間見直しの必要性について検討します。

緑の基本計画の進行管理

おおむね20年後
(令和1６年度)
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中間見直し



今後の予定
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 〜 R16

総合計画

マスタープラン

緑の基本計画

第２次

●
委託

計画期間：H20〜R7

計画期間： H27〜R16
●
点検

計画期間：H29〜R8

●
公表



中間見直し内容（予定）
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緑の将来像の見直しの有無

基本方針の見直しの有無

施策の見直し
今後１０年の目標値の設定

緑の基本計画に関連する最近の動き

ＳＤＧｓ グリーンインフラの推進 生物多様性の保全


